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二
〇
二
一
年
は
、
ド
イ
ツ
統
一
一
五
〇
周
年
に
あ
た
っ
た
。
統
一
に
は
複
数
の
構

想
が
存
在
し
た
が
、
普
墺
戦
争
後
、
小
ド
イ
ツ
主
義
の
方
向
で
の
統
一
が
決
定
的
と

な
り
、
一
八
七
一
年
、
ド
イ
ツ
帝
国
が
成
立
す
る
。
他
方
、
ド
イ
ツ
統
一
か
ら
排
除

さ
れ
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
は
、
い
か
に
し
て
多
民
族
国
家
を
維
持
す
る
か
、
模
索

し
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
大
津
留
氏
は
、
学
校
教
育
に
お
け
る
模
索
を
ハ
プ
ス
ブ
ル

ク
の
「
実
験
」
と
よ
ん
だ
。（『
増
補
改
訂　
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
の
実
験
―
―
多
文
化
共

存
を
目
指
し
て
』春
風
社
、二
〇
〇
七
年
。）ア
ウ
ス
グ
ラ
イ
ヒ
に
せ
よ
、教
育
に
せ
よ
、

軍
隊
に
せ
よ
、
帝
国
は
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
を
重
ね
な
が
ら
一
九
一
八
年
ま
で
生
き
延

び
る
。
い
っ
た
い
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
帝
国
崩
壊
後
、
諸
国

民
の
国
家
に
わ
か
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
東
部
の
近
現
代
史
を
研
究
す
る
者
は
、
程
度
の

差
は
あ
れ
こ
の
問
い
に
つ
き
ま
と
わ
れ
る
。

大
津
留
氏
の
本
書
『
さ
ま
よ
え
る
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
』（
以
下
、
本
書
か
ら
の
引
用

そ
の
他
は
頁
数
の
み
記
す
）
も
ま
た
、
こ
の
問
い
か
ら
始
ま
る
。
帝
国
の
歴
史
的
評

価
に
関
し
て
、「
は
じ
め
に
」
で
引
用
さ
れ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国
カ
ー
ロ
イ
政
権

の
閣
僚
ヤ
ー
シ
・
オ
ス
カ
ル
に
よ
れ
ば
、
帝
国
の
崩
壊
と
民
族
自
決
国
家
の
成
立
は

歴
史
の
必
然
的
プ
ロ
セ
ス
で
あ
っ
た
が
（
vi
頁
）、
現
代
の
研
究
者
Ｍ
・
ヴ
ォ
ル
フ

や
Ｒ
・
イ
ン
ネ
ル
フ
ォ
ー
フ
ァ
ー
に
よ
れ
ば
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
二
重

君
主
国
は
現
在
の
Ｅ
Ｕ
の
先
駆
け
で
あ
り
、
イ
ン
ネ
ル
フ
ォ
ー
フ
ァ
ー
に
と
っ
て
、

そ
れ
は
「
最
も
進
ん
だ
国
家
の
形
態
」（
viii
頁
）
で
さ
え
あ
っ
た
。
し
か
し
、
事
実

に
照
ら
せ
ば
ど
ち
ら
の
評
価
も
一
面
的
だ
。
ヤ
ー
シ
の
言
葉
と
は
裏
腹
に
、
帝
国
と

民
族
は
必
ず
し
も
敵
対
せ
ず
、
民
族
は
帝
国
と
い
う
枠
組
み
を
前
提
と
し
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
自
治
や
連
邦
制
を
模
索
し
た
。
完
全
な
る
帝
国
解
体
が
日
程
に

上
る
の
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
も
末
期
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
ま
た
、
帝

国
に
諸
民
族
共
生
の
実
現
を
み
る
「
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
神
話
」
も
、い
か
が
な
も
の
か
、

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
で
は
、
理
想
の
帝
国
が
な
ぜ
解
体
さ
れ
、
そ
の
解
体
が
第
二
次
世

界
大
戦
後
、
な
ぜ
、
さ
ら
に
苛
酷
に
押
し
進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か

に
答
え
ら
れ
な
い
。

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
結
局
、
答
え
は
問
わ
れ
る
対
象
ご

と
に
多
様
で
し
か
あ
り
え
ず
、
本
書
は
、
副
題
に
も
あ
る
と
お
り
「
捕
虜
た
ち
」
の

目
線
か
ら
答
え
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
だ
。
と
は
い
え
、
本
書
か
ら
著
者
の
答
え
を

引
き
出
す
の
は
な
か
な
か
困
難
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
本
書
は
、
原
史
料
か
ら
の
引

用
が
か
な
り
の
頁
に
わ
た
る
の
に
比
べ
、
著
者
の
肉
声
部
分
が
少
な
い
か
ら
だ
。
著

者
が
長
年
か
け
て
集
め
ら
れ
た
豊
富
な
史
料
を
惜
し
み
な
く
与
え
つ
つ
、
読
者
自
身

に
答
え
を
考
え
さ
せ
る
の
が
本
書
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
り
、
な
ら
ば
書
評
者
も
ま
た
通

常
の
書
評
の
ス
タ
イ
ル
を
や
め
、
本
書
の
「
学
習
」
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
書
評
者
な

り
の
答
え
を
述
べ
た
い
。
書
評
者
が
立
て
た
問
い
は
、
第
一
に
、
軍
隊
に
と
っ
て
ハ

プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
は
何
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
、
第
二
に
、
敵
国
の
捕
虜
と
な
っ

た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
民
に
お
い
て
帝
国
崩
壊
は
ど
の
よ
う
に
現
れ
た
か
と
い
う
こ

と
の
二
点
で
あ
る
。

　
▼
書
評
　

大
津
留
厚
著
『
さ
ま
よ
え
る
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
　
　

　
―
捕
虜
た
ち
が
見
た
帝
国
の
崩
壊

―
』 

（
岩
波
書
店
、
二
〇
二
一
年
四
月
、
一
四
七
頁
、
二
五
〇
〇
円
＋
税
）　

　
　
　
　
野
村
真
理
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ま
ず
、
第
一
点
を
考
え
る
上
で
重
要
な
の
は
、
東
部
戦
線
で
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル

ク
帝
国
軍
の
み
な
ら
ず
、
ロ
シ
ア
帝
国
軍
も
ま
た
多
民
族
軍
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
両
帝
国
が
戦
火
を
ま
み
え
た
ガ
リ
ツ
ィ
ア
戦
線
で
戦
っ
て
い
た
の
は
、
ロ
シ
ア

人
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
は
実
体
と
し
て
は

存
在
せ
ず
、ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
軍
を
構
成
し
た
の
は
ド
イ
ツ
人
、ポ
ー
ラ
ン
ド
人
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
、
チ
ェ
コ
人
等
々
、
帝
国
の
諸
民
族
か
ら
徴
兵
さ
れ
た
兵
士
た
ち
で

あ
り
、
ロ
シ
ア
軍
も
ま
た
、
ロ
シ
ア
人
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
、
チ
ェ

コ
人
等
々
で
構
成
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
例
え
ば
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
と
い
う
ま
と
ま
り

か
ら
見
れ
ば
、
ガ
リ
ツ
ィ
ア
戦
線
に
お
い
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
は
い
わ
ば
民
族
内
内
戦

を
戦
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
等
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。（
バ
ル

カ
ン
戦
線
の
民
族
状
況
に
つ
い
て
は
、
柴
宜
弘
「
そ
れ
ぞ
れ
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア

―
セ
ル
ビ
ア
義
勇
軍
の
理
念
と
実
態
」（
大
津
留
厚
編
『「
民
族
自
決
」
と
い
う
幻

影
』、
昭
和
堂
、
二
〇
二
〇
年
、
所
収
）
を
参
照
。）

こ
の
よ
う
な
多
民
族
性
は
、
軍
の
団
結
力
に
対
し
て
強
く
遠
心
的
な
作
用
を
及

ぼ
さ
ず
に
は
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
軍
に
お
け
る
「
部
隊
の
行
動
」
が
、
し
ば
し
ば

前
線
を
ま
た
い
で
存
在
す
る「
民
族
の
行
動
」と
見
な
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

本
書
に
は
言
及
が
な
い
が
、
一
例
と
し
て
一
九
一
五
年
四
月
三
日
の
ガ
リ
ツ
ィ
ア
戦

線
で
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
軍
第
二
八
連
隊
の
二
個
大
隊
が
ロ
シ
ア
軍
の
捕
虜
に
な

っ
た
事
件
を
取
り
上
げ
た
い
。多
民
族
で
構
成
さ
れ
る
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
軍
で
は
、

軍
の
指
揮
・
命
令
語
や
専
門
用
語
は
ド
イ
ツ
語
で
統
一
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
外

は
連
隊
や
部
隊
を
構
成
す
る
兵
士
の
多
数
が
使
用
す
る
母
語
が
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
と

さ
れ
た
。
つ
ま
り
連
隊
や
部
隊
は
母
語
を
同
じ
く
す
る
兵
士
が
集
ま
る
よ
う
に
組
織

さ
れ
て
お
り
、
第
二
八
連
隊
に
い
た
の
は
チ
ェ
コ
人
兵
士
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
上

記
の
二
個
大
隊
の
投
降
は
、
軍
当
局
や
ド
イ
ツ
人
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
か
ら
、
ロ
シ

ア
側
の
チ
ェ
コ
人
部
隊
と
内
通
し
た
チ
ェ
コ
人
兵
士
よ
る
計
画
的
、
組
織
的
集
団
投

降
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
、
帝
国
に
対
す
る
チ
ェ
コ
人
の
裏
切
り
と
い
う
「
民
族
的
」

非
難
を
浴
び
る
こ
と
に
な
っ
た
。
他
方
で
チ
ェ
コ
人
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
も
ま
た
こ

の
事
件
を
利
用
し
、投
降
は
帝
国
に
対
す
る
「
チ
ェ
コ
人
の
抵
抗
」
と
見
な
さ
れ
た
。

真
相
は
そ
の
ど
ち
ら
で
も
な
く
、
第
二
八
連
隊
は
ロ
シ
ア
軍
と
終
日
苦
し
い
戦
闘
を

継
続
し
た
後
、
万
策
尽
き
て
降
伏
し
た
の
だ
が
、
東
部
戦
線
に
お
け
る
複
雑
な
多
民

族
性
ゆ
え
に
部
隊
の
投
降
に
民
族
問
題
が
入
り
込
ん
で
く
る
こ
と
が
わ
か
る
。

銃
後
に
目
を
転
じ
れ
ば
、本
書
第
四
章
の
「
帰
還
兵
の
反
乱
」
が
示
唆
的
で
あ
る
。

一
九
一
八
年
の
ブ
レ
ス
ト
＝
リ
ト
フ
ス
ク
条
約
で
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
政
権
と
の
講
和

が
成
立
し
た
後
、
ロ
シ
ア
で
捕
虜
に
な
っ
て
い
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
軍
兵
士
は
帝

国
へ
の
帰
還
を
許
さ
れ
た
が
、
軍
は
、
再
び
彼
ら
を
前
線
で
戦
う
兵
士
に
復
帰
さ
せ

る
た
め
、ひ
と
ま
ず
銃
後
の
後
備
部
隊
に
配
属
し
て
再
教
育
し
た
。「
帰
還
兵
の
反
乱
」

と
は
、
い
ざ
前
線
へ
の
出
動
が
近
い
と
知
っ
た
帰
還
兵
が
そ
れ
を
拒
否
し
、
各
地
で

反
乱
を
起
こ
し
た
事
件
を
い
う
。
戦
争
末
期
の
一
九
一
八
年
明
け
に
は
、
極
度
の
食

糧
不
足
も
あ
っ
て
厭
戦
気
分
が
蔓
延
し
、
帝
国
各
地
で
工
場
労
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ

や
駐
屯
地
で
の
兵
士
の
反
乱
が
発
生
し
て
お
り
、
帰
還
兵
の
反
乱
も
こ
う
し
た
反
乱

の
一
つ
で
あ
っ
て
、
そ
の
動
機
は
民
族
的
な
も
の
で
は
で
は
な
い
。
一
九
一
八
年
五

月
一
二
日
の
夜
に
発
生
し
た
ユ
ー
デ
ン
ブ
ル
ク
で
の
反
乱
で
は
、
主
体
は
ス
ロ
ヴ
ェ

ニ
ア
人
兵
士
で
、
彼
ら
は
「
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
万
歳
」
と
叫
び
（
八
九
頁
）、
あ
る
い

は
五
月
二
三
日
の
ラ
ー
ト
カ
ー
ス
ブ
ル
ク
で
の
反
乱
で
は
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
、
ク

ロ
ア
チ
ア
人
兵
士
と
い
う
、
後
に
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
と
し
て
ま
と
ま
る
地
域
の
南

ス
ラ
ヴ
人
兵
士
が
主
体
だ
っ
た
が
（
九
三
頁
）、
彼
ら
の
反
乱
を
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人

や
南
ス
ラ
ヴ
人
の
帝
国
に
対
す
る
反
乱
と
見
な
す
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な

が
ら
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
軍
で
は
、
第
二
八
連
隊
の
場
合
と
同
様
、
部
隊
が
民
族
的
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ま
と
ま
り
を
持
つ
た
め
に
、
反
乱
が
民
族
的
な
様
相
を
帯
び
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
３

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
軍
で
は
、
兵
士
が
捕
虜
と
な
る
比
率
が
ド
イ
ツ
軍
よ
り
高

く
、
そ
の
理
由
の
一
つ
は
チ
ェ
コ
人
、
セ
ル
ビ
ア
人
、
イ
タ
リ
ア
人
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

人
等
の
戦
線
離
脱
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
帝
国
軍
は
最
後
ま
で
民
族
的
に

分
裂
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
本
来
、
軍
隊
は
強
烈
な
求
心
力
に
支
え
ら
れ
る
組
織

で
あ
り
、
前
線
で
の
規
律
は
最
後
ま
で
ほ
ぼ
維
持
さ
れ
た
し
、
上
述
の
銃
後
の
兵
士

の
反
乱
も
速
や
か
に
鎮
圧
さ
れ
た
。
で
は
、
捕
虜
に
お
い
て
帝
国
崩
壊
は
ど
の
よ
う

に
現
れ
た
の
か
。
本
書
の
重
点
は
こ
ち
ら
の
第
二
点
目
に
あ
り
、
本
書
を
読
め
ば
、

軍
の
求
心
力
が
弛
緩
し
た
捕
虜
の
あ
い
だ
で
は
、敵
国
の
民
族
分
断
政
策
等
に
よ
り
、

軍
の
民
族
的
崩
壊
が
終
戦
に
先
行
し
て
進
行
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
さ
ま
よ
え
る
」

と
い
わ
れ
る
と
お
り
、
捕
虜
を
め
ぐ
る
事
態
は
錯
綜
す
る
が
、
こ
こ
で
は
、
三
つ
の

事
柄
を
取
り
上
げ
た
い
。

第
一
は
、
本
書
第
二
章
の
日
本
で
発
生
し
た
イ
タ
リ
ア
人
捕
虜
暴
行
事
件
と
そ

の
結
末
で
あ
る
（
二
六

－

三
三
頁
）。
一
九
一
四
年
一
一
月
七
日
の
青
島
戦
終
結
後
、

相
当
数
の
ド
イ
ツ
軍
な
ら
び
に
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
軍
兵
士
が
捕
虜
と
な
り
、
日
本

各
地
の
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
が
、
一
九
一
五
年
に
イ
タ
リ
ア
が
協
商
国
側
で
参
戦

す
る
と
、
姫
路
の
景
福
寺
の
収
容
所
で
は
、
こ
れ
を
イ
タ
リ
ア
の
裏
切
り
と
見
な
し

た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
軍
の
ド
イ
ツ
人
と
ク
ロ
ア
チ
ア
人
兵
士
に
よ
り
同
軍
の
イ
タ

リ
ア
人
兵
士
が
暴
行
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
す
る
。
日
本
の
当
局
は
、
こ
れ
ら

イ
タ
リ
ア
人
兵
士
を
隔
離
し
て
保
護
し
た
が
、
そ
こ
に
日
本
の
イ
タ
リ
ア
大
使
館
が

介
入
し
、
彼
ら
は
イ
タ
リ
ア
国
籍
を
得
て
連
合
国
側
の
国
民
と
な
り
、
捕
虜
収
容
所

か
ら
解
放
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
事
件
は
、
イ
タ
リ
ア
に
よ
り
多
民
族
軍
の
一
角
が
切

り
崩
さ
れ
る
と
い
う
結
末
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
彼
ら
イ
タ
リ
ア

人
兵
士
の
出
身
地
は
ダ
ル
マ
チ
ア
、
イ
ス
ト
リ
ア
、
ト
リ
エ
ス
テ
と
い
う
、
第
一
次

世
界
大
戦
後
、
イ
タ
リ
ア
と
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
あ
い
だ
で
領
有
争
い
が
起
こ
っ

た
地
域
で
あ
り
、
彼
ら
に
対
す
る
イ
タ
リ
ア
国
籍
の
付
与
は
、
帝
国
崩
壊
後
の
領
土

争
い
を
先
取
り
す
る
よ
う
な
と
こ
ろ
ま
で
あ
っ
た
。

第
二
は
、
本
書
第
五
章
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
軍
団
の
創
設
で
あ
る
。
軍
団

に
つ
い
て
は
、
本
書
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
林
忠
行
氏
の
『
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ

ァ
キ
ア
軍
団
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
二
一
年
）
に
詳
し
い
。
ロ
シ
ア
で
は
、
捕
虜
に

な
っ
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
軍
兵
士
は
民
族
別
に
収
容
さ
れ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦

中
、
国
家
的
独
立
を
め
ざ
す
チ
ェ
コ
人
の
運
動
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
国
外
に

い
る
チ
ェ
コ
人
が
主
た
る
担
い
手
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
で
は
、
チ
ェ
コ
人
と
ス
ロ
ヴ
ァ

キ
ア
人
移
民
に
よ
っ
て
い
ち
早
く
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
家
の
独
立
を
め
ざ
す
義

勇
軍
が
編
成
さ
れ
た
。
こ
れ
に
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
軍
の
チ
ェ
コ
人
と
ス
ロ
ヴ
ァ
キ

ア
人
捕
虜
が
加
わ
っ
て
成
立
し
た
の
が
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
軍
団
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
ロ
シ
ア
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
軍
の
捕
虜
た
ち
は
、
民
族
別
に
収
容
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
解
体
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
な
か
か
ら
未
来
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国

家
の
軍
隊
ま
で
誕
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
三
は
、
捕
虜
の
帰
国
に
現
れ
た
帝
国
解
体
の
諸
相
で
あ
る
。
ま
ず
、
日
本
に
い

た
捕
虜
に
つ
い
て
言
え
ば
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
崩
壊
後
に
民
族
自
決
国
家
が
独
立

し
た
こ
と
に
よ
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
、
チ
ェ
コ
人
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
人
等
の
よ
う
に

連
合
国
国
民
扱
い
に
な
っ
た
捕
虜
と
、
敗
戦
し
た
旧
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー

君
主
国
の
継
承
国
家
オ
ー
ス
ト
リ
ア
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
国
民
と
な
る
ド
イ
ツ
人
や
ハ

ン
ガ
リ
ー
人
捕
虜
で
運
命
が
わ
か
れ
た
。
帰
還
は
前
者
が
先
行
し
て
進
め
ら
れ
、
後

者
の
帰
還
は
、
連
合
国
と
そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
の
あ
い
だ
で
講
和
条
約
が
締
結
さ
れ
る

ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
日
本
か
ら
の
帰
還
は
ほ
ぼ
順
調
に
進
め
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ら
れ
た
が
、
悲
惨
だ
っ
た
の
は
ロ
シ
ア
に
い
た
捕
虜
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
一
九
一
七

年
の
ア
メ
リ
カ
、
中
国
の
参
戦
、
ロ
シ
ア
革
命
と
そ
の
後
の
内
戦
、
さ
ら
に
は
連
合

国
に
よ
る
革
命
干
渉
の
影
響
を
ま
と
も
に
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ロ
シ
ア
に
い
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
軍
捕
虜
に
つ
い
て
、
本
書
第
三
章
お
よ
び

第
五
章
第
二
節
以
下
に
記
さ
れ
た
シ
ベ
リ
ア
の
捕
虜
た
ち
と
ア
メ
リ
カ
、
中
国
と
の

か
か
わ
り
は
、
書
評
者
の
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
勉
強
に
な
っ
た
が
、
紙
幅
の
制

限
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
先
述
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
軍
団
と
捕
虜
た
ち
と
の
か
か

わ
り
に
着
目
し
た
い
。
軍
団
は
、
ブ
レ
ス
ト
＝
リ
ト
フ
ス
ク
条
約
締
結
に
よ
っ
て
東

部
戦
線
が
消
滅
し
た
た
め
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
行
き
、
そ
こ

か
ら
海
路
、
ア
メ
リ
カ
経
由
で
西
部
戦
線
に
向
か
う
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
革

命
後
の
混
乱
で
移
動
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
一
九
一
八
年
五
月
一
四
日
に
シ
ベ
リ

ア
鉄
道
の
チ
ェ
リ
ャ
ビ
ン
ス
ク
駅
で
起
こ
っ
た
偶
発
的
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
軍
団

は
、
連
合
国
に
よ
る
反
革
命
干
渉
戦
争
の
前
衛
と
し
て
赤
軍
と
戦
う
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
一
時
期
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
主
要
部
を
支
配
下
に
お
い
た
が
、
こ
の
鉄
道
停

止
の
た
め
に
動
け
な
く
な
っ
た
の
が
、
ブ
レ
ス
ト
＝
リ
ト
フ
ス
ク
条
約
締
結
後
、
帰

国
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
ド
イ
ツ
軍
の
捕
虜
と
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
軍
の
う

ち
、
特
に
ド
イ
ツ
人
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
捕
虜
た
ち
だ
っ
た
。
と
い
う
の
も
ロ
シ
ア

は
捕
虜
を
民
族
に
わ
け
、
ス
ラ
ヴ
系
の
捕
虜
を
優
遇
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ロ
シ
ア
の

収
容
所
に
と
ど
め
る
一
方
、
ド
イ
ツ
人
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
は
シ
ベ
リ
ア
奥
地
に
送
っ

た
た
め
、
条
約
締
結
後
に
始
ま
っ
た
帰
国
で
、
ス
ラ
ヴ
系
に
比
べ
、
彼
ら
の
帰
国
は

遅
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
軍
団
と
赤
軍
の
戦
い
が
始
ま
っ
た
と
き
、
林
氏
に
よ
れ

ば
、
赤
軍
の
側
に
は
無
視
で
き
な
い
人
数
の
武
装
し
た
ド
イ
ツ
人
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
人

捕
虜
が
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
（
林
前
掲
書
、
一
六
九
頁
）。
彼
ら
が
赤
軍
に
加
わ

っ
た
動
機
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
革
命
の
理
念
に
共
感
し
た
者
も
い
れ
ば
、
劣
悪
な
捕
虜

収
容
所
に
耐
え
兼
ね
、
収
容
所
を
出
る
た
め
に
は
武
器
を
取
る
こ
と
も
厭
わ
な
か
っ

た
者
も
い
た
が
、
さ
ら
に
林
氏
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
「
裏
切
者
」
で
あ
る
軍

団
の
チ
ェ
コ
人
や
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
人
兵
士
に
憤
り
を
感
じ
、
武
器
を
と
っ
た
捕
虜
も

少
な
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
軍

団
と
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
軍
の
ド
イ
ツ
人
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
捕
虜
と
の
戦
争
は
、
帝

国
の
外
で
戦
わ
れ
た
帝
国
の
民
族
間
の
「
内
戦
」
で
も
あ
っ
た
の
だ
。
チ
ェ
コ
ス
ロ

ヴ
ァ
キ
ア
軍
団
兵
士
を
含
め
、
ロ
シ
ア
に
い
た
捕
虜
た
ち
に
帰
国
へ
の
道
が
開
か
れ

た
の
は
、
実
に
一
九
二
二
年
の
シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
日
本
軍
撤
退
後
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
４

　
最
後
に
、
著
者
は
本
書
を
総
括
す
る
か
た
ち
で
捕
虜
た
ち
が
帝
国
に
抱
い
た
疎
外

感
に
触
れ
、
そ
の
疎
外
感
に
「
長
い
歴
史
を
掛
け
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
ハ
プ
ス
ブ
ル

ク
帝
国
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
も
ろ
く
も
崩
れ
去
っ
て
い
く
要
因
が
あ
っ
た
」（
一
四
一

頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
著
者
の
肉
声
は
、
も
う
少
し
丁
寧
に
説
明
し
て
ほ

し
い
と
こ
ろ
だ
。
捕
虜
が
祖
国
に
抱
く
疎
外
感
は
、
彼
ら
に
限
ら
ず
、
異
郷
で
国
際

情
勢
に
振
り
回
さ
れ
る
無
保
護
の
捕
虜
に
は
共
通
の
心
情
で
は
な
い
の
か
。
そ
れ
と

も
、
先
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
は
実
体
と
し
て
は
存
在
し
な
い
と
書
い
た
が
、
ハ
プ
ス

ブ
ル
ク
帝
国
に
お
い
て
、
諸
民
族
を
超
越
す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
は
つ
い
に
育
ま
れ
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
帝
国
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
実
験
」
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
結
局
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
に
と
っ
て
の
「
わ
が
祖
国
」
と
は
な
り
え

ず
に
崩
れ
去
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

ド
イ
ツ
現
代
史
研
究
会
二
〇
二
一
年
一
〇
月
例
会
に
む
け
て
本
書
の
書
評
報
告

を
準
備
中
、
満
田
康
弘
監
督
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
フ
ィ
ル
ム
「
カ
ウ
ラ
は
忘
れ
な

い
」
が
封
切
ら
れ
た
。
カ
ウ
ラ
事
件
と
は
、
一
九
四
四
年
八
月
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
カ
ウ
ラ
日
本
兵
捕
虜
収
容
所
で
起
こ
っ
た
五
〇
〇
名
以
上
も
の
捕
虜
た
ち
の
集
団
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脱
走
事
件
で
あ
る
。「
生
き
て
虜
囚
の
辱
め
を
受
け
ず
」
と
い
う
戒
め
が
徹
底
さ
れ

た
日
本
軍
に
お
い
て
、
脱
走
は
、
自
分
た
ち
に
帰
る
祖
国
は
な
い
と
観
念
し
た
捕
虜

た
ち
の
集
団
自
決
の
変
形
と
し
て
決
行
さ
れ
た
。
本
書
第
二
章
は
、
捕
虜
と
し
て
日

本
で
終
戦
を
む
か
え
た
カ
イ
ゼ
リ
ン
・
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
の
元
乗
組
員
た
ち
の
帰
国

に
触
れ
、
彼
ら
の
新
国
家
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
の
受
け
入
れ
は
無
関
心
で
冷
淡
な
も
の

だ
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
（
四
四
頁
）。
こ
う
し
た
無
関
心
さ
は
、
旧
ハ
プ
ス
ブ
ル

ク
帝
国
ゆ
え
に
と
い
う
よ
り
、
敗
戦
国
の
兵
士
の
復
員
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ

ろ
う
。
だ
が
、
祖
国
の
姿
は
変
わ
っ
て
い
て
も
、
彼
ら
に
と
っ
て
帰
国
は
当
然
の
事

柄
だ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
捕
虜
を
許
さ
ず
、
死
ぬ
ま
で
戦
場
で
戦
う
こ
と
を
求
め

た
祖
国
と
は
何
な
の
か
。
期
せ
ず
し
て
本
書
は
、
カ
ウ
ラ
の
悲
劇
を
再
考
す
る
機
会

を
与
え
て
く
れ
た
。

  （
の
む
ら　

ま
り 

・
金
沢
大
学
名
誉
教
授
）


